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® 温風暖房機をお客様(こ正し<、安全じご使用いただくために、 この 「据は工事 
要領書」をよ<お読みの上指定された工事を巧って<ださし、。 

® ご使用になる地区の乂がす防条例に従って工事を巧って < ださし、。 

雜お客様び今後ち、この「据巧工事要領書」が必要になる場合ちありますので、 

この「据は工事要領書」はお客様に渡し、保存してちら5ようじしてくださし、。 
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1,安全上のごを意 

•設置工事の前(こ、この「安を上のごを意」を良<お読みの5え設置して<ださし、。 

•ここ I こ示したを意事項は、安を(こ関する重大なの容を記載していますので、必ず巧ってくだ 
さい。表示と意味は次のよ5(こなっています。 


■表示の説明 


A 

敬 化 
言口 

取りおいを誤った場合、使用者び死こまたは重傷を負5可能性び想定 
されるの容を示します。 

A 

ま 届、 

取りおいを誤った場合、使用者び傷害を負5危険び想定される場合、 

及び物的傷害の発生び想定されるの容を示します。 


■図記号の說日月 

( S ) 禁止 

してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるちのです。記号の 
中やその脇じは、具体的な警告の容び示されています。 

〇強制 

必ず従っていただ<の容であることを告げるちのです。記号の中やその 
脇(こは、具体的な警告の容び示されています。 

爪を意 

警告-を意を促すの容であることを告げるちのです。記号の脇 I こは、具 
体的な警告の容び示されています。 


•設置工事完了後、試運転を行い異常びないことを確認するととち(こ、お客様 I こ取お説日月書(こ 
そって使用方法、お手入れの仕方を説日月して<ださい。また、この据巧工事要領書は取お説 
明書ととち(こ、お客様で保管いただ<よ5(こ依頼して<ださい。 


A 警告 

•暖房機び使用する燃料及び電源 I こ適合していることを確認してください。 
•設置は、お買い上げの販売店 I こ依頼して<ださい。 

•設置工事は、この据巧工事要領書(こ従って確実(こ行って<ださい。 

設置 I こ不備びあると破裂-けびの原因じなり、また感電、乂ぶの原因じなり 
ます。 

•設置は、重量 I こ十分耐える所 I こ確実 I こ行って<ださい。 

•電気工事は、電気設備 I こ関する巧術基準、の線規程および据巧工事要領書 I こ従 
って施工し、必ず専用回路を使用して<ださい。 

また、電圧は製品の定格電圧と合わせて< ださい。 

電源回路容量不足や施工不備びあると、感電-乂ぶの原因になります。 

•設置工事部品は、必ず附属部品または指定の部品を使用して<ださい。 

使用しないと、乂ぶ、感電の原因(こなります。 

•機器は周囲の可燃物との離隔距離を保ってください。 

離隔距離を保たないと乂災の原因になります。 

•設置工事完了後、「設置工事後の点検-確認」 I こ基づいて必ず再確認を行って 
ください。 

〇 

•アースを行ってください。 

アース線はガス管、水道管、避雷針、電話のアース線 I こ接続しないでください。 
アースび不完全な場合は、感電の原因になります。 

曾 

•排気管-給排気筒トップの設置は可燃物との離隔距離を保ち、接続を確実 I こ行 
ってくださし、。 

離隔距離を保たない場合ちし<は接続 I こ不備びあると乂災-一酸化炭素中毒の 
原因になります。 

〇 
















■設置揚所の選定 

下の事項を留意して設置揚所を選定して < ださい。 

①設置後の保す-管理び容易 I こ行える揚所としてください。 

◎床面 I こ傾斜などなく、安定した揚所としてください。 

◎ドアや階段-避難□の近く I こは設置しないでくださし、。 

@カーテンなど燃えやすいちののそば I こは設置しないでください。 

◎浸水の恐れのある揚所 I こは設置しないでくださし、。 

◎電源コードの長さは 2 m です。間近の電源コンセントびない揚合は、専用コンセントを設 
置してくださし、。 

③本体び床面及び壁面 I こ確実(こ固定できる揚所としてください。 

◎給排気筒の縮延長を 3 m 3 曲りとしたときじ、給排気筒トップび屋外 I こ設置できる揚所と 
してください。 

◎温風び十分行きわたる揚所としてください。 

⑩高周殺を発生する機械びある揚所は避けてください。 


■周囲構造物との離隔距離 

乂ぶす防上の所定の距離び十分 I ことれる揚所 I こ設置して<ださい。防乂構造の構造物であつ 
てち、給排気筒やパーブ等の点検、手入れ等びやりやすいよう I こ、サービススペースび必要 
です。乂がす防上安全な距離及びサービススペースを確保するためじ、最小限次図 I こ示す距 
離を確保して < ださい。 


A ミ主思 


•可燃性ガスの漏れる恐れのある揚所 I こは設置しないでください。 

巧ーガスび漏れてユニットの周囲 I こ溜まると、発乂の原因 I こなることびありま 
す。 

•暖房!^ソ外の用途 I こ使用しないで < ださい。 


Q 


2,設置上のごを意 


■用途 

この温風暖房機は巧人暖房用 I こ設計されています。温室、養室室、温蔵庫、乾燥室等 I こは使 
用しないでください。また、常時人のいないところ(こち設置しないでください。 
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[暖房機と周囲の離隔距離] 


[給排気箇トップと周囲の離隔距離] 


ち巧 tflnifn 



※床面及び背面吸込みとなって 
おりますので、吸込□を塞ぐ 
と過熱の原因となります。 


上方 上ち 


//////y ム レ////ノノ 





600 (300) 过上 
正面視 側面視 

0巧な法は防熱板使用時 


■純正給排気筒 

別売で弊な純正給排気筒を用意しています。純正品仪外を使用すると、規定の性能び確保 
されないばかりでな<、故障や重大事故の原因となります。又、保証の巧象外となります 
ので、必ず弊な純正給排気筒をご使用< ださい。 


■給排気筒の最大延長 
給排気筒の総延長距離は 3 m 3 曲りです。 

(ただし、暖房機 I こ直接接続する90°ェルボの曲り及び給排気筒の曲りは含みません。） 
これを超えてご使用(こなると、故障や重大事故の原因となりますのでやめて<ださい。 


■ 給排気筒取り出し揚所の選定 

給排気筒の取り出し揚所は、ソ下の事項 I こ留意して選定して < ださい。 

① 給排気箇トップは必ず屋外 I こ化るよう I こ取り巧けてください。 

② 風び強く当たる揚所 I こ給排気筒トップを直接出すのはなるベく避けてください。 

③ 給排気筒トップは子供の遊び揚や人通りの多い揚所へ飛び出さないよう I こ取り巧けてく 
ださい。乂傷や給排気筒トップを損傷する恐れびあります。 

や巧を得ずそのようなところ(こ設置する揚合(こは、別売の「給排気筒トップ保護カパー」 
をお買い求めの上、取りがけて<ださい。 

@給排気箇トップは雪や落葉の吹き溜まり I こなるような揚所 I こは取り巧けないでください。 
寒を地では特 I こ積雪やつらら等 I こより給排気筒トップび度\さびらないよ51こ取りがけて 
<ださい。異常燃焼や重大事故の原因になります。 

◎給排気箇トップは集合煙突の中 I こは絶巧 I こ取りはけないでください。 

◎壁のの鉄筋、電気•電話配線、ガス管•水道配管等を十分考慮してください。 

③床下や天な裏 I こ給排気箇トップを設置しないでください。 

◎カーテン等の可燃物び給排気筒 I こ接触しないよう(こ取り巧けてください。 

◎給排気筒は周囲 I こ引乂物や危険物（ガソ IJ ン、な油、プ□パンガス等）びある場合(こは 
取り巧けないで < ださい。 

⑩植木や愛玩動物は給排気筒トップから遠ざけてください。 

⑩給排気筒トップは排気ガスび滞留しない十分開放された空間 I こ設置してください。開放 
廊下や下がり壁のある天な面はおなど I こはま意び必要です。滞留した排気ガスび給気側 
(こ吸込まれると、異常燃焼の原因になります。 

⑩排気ガスび室の I こ流入しないよう(こ、暖房中(こ開放される窓や換気□等から次図(こ示す 
距離を確保した位置 I こ給排気箇トップを設置して < ださい。 

⑩給排気筒トップの先端から小さな虫等び進入すると、燃焼不良等をおこす可能性びあり 
ます。このよ5な場所 I こ設置する揚合じは、別売の「給排気トップ用防虫網」をお買い 
求めの5え取りがけて < ださい。 




ゴ厶製送油管 
ホース パンド 
スイルスト レーブ 
木ネジ 

本体固定金具 
取お説明書 
据は工事要領書 
保証書 


3,開徊 


■開砸の際のを意 
①手爲 I こおわないでください。 

◎温風暖房機を横倒しじしたり、上下逆さま I こしたりしないでください。本体び損傷する 
恐れびあります。 


■は属品の確認 

巧属品は、パーブ室から取り出しお客様 I こ必ず渡してください。 
巧属品として次のちのび用意されていますので確認してくださし、。 
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側面視 
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4,据巧前の準備 


給排気筒、電源取入□、燃料配管取入□等は、をて暖房機の背面 I こあります。従って、 
暖房機を据えがける前 I こすめ、工事を完了させておく必要びあります。下図 I こ標準の 
給排気箇セットを使用したときの暖房機との接続位置を示します。 

本体正面視 


399 


326. 5 



記号 

名称 

1 

排気口 

2 

給気 □ 

3 

電源取入 □ 

4 

油配管接続 □ 


※給排気箇トップ取巧の壁貫通部の巧径は、下表を参照して< ださい。 
また、壁厚び表の值よりち厚い揚合ちしくは薄い揚合は、お買い求めの 
販売店(こご依頼< ださい。 


壁厚 （ mm ) 

130〜390 

390〜495 

495〜600 

壁貫通部巧径 

み135〜み140 

み140〜み145 

み145〜み150 


- 5 - 















※壁面び石賣ボード及びコンク IJ ート等の揚 
合 I こは、巧属の木ネジだけでは固定できま 
せん。 

市販のコンク IJ ートプラグ（ねじ径み4用) 
や中空壁用プラグ（ねじ径 (^4 用）をすめ 
打ち込を必要びあります。 



5,本体の据付要領 


次 I こ説日月する要領で暖房機を確実 I こ固定してくださし、。 

※給排気筒を本体 I こ接続したあとで固定して < ださし、。 

■床面への固定 

固定ビスは、床面の材質 I こより適切なちのを選定して<ださい。 



固定ネジの巧位置な法 

前 前 



■転倒防止金具の取が 


す定じじ金 
示固面面止 
にき壁壁防 
図と。せを倒 
左のすさ具転 
、こま動金を。 
しし移止機い 
外いじじ防房さ 
りさ態向倒暖だ 
取だが方転。て< 
旦<の巧、いけて 
-てめ矢でさ巧し 
をけ止を。ジだめ定 
具は仮具すネ<締固 
金りは金ま木てをに 
止取ス止せるせス実 
防にビ防さすさビ確 
倒向の倒着属定定に 
転方用転密巧固固具 
① ◎◎④ 
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6,給排気筒の取付要領 

別売の弊な純正給排気筒をお買い求めの上、正し<接続して<ださい。 


■標準の給排気筒セット（壁厚130〜 235 mm I こ巧施0 
別売の給排気筒セット（品番： FT -15 S 5) は、壁厚や給排気筒延長 I こ関係な<必要な部な 
です。 

下図は給排気箇セットのの訳です。ダンボールを開栖しをての部品びそろっていることを確 
認してくださし、。 



■壁厚(こより必要となる部巧 

標準の給排気筒セットは、壁厚び130〜 235 mm の時 I こ使用できます。壁厚びこれ!^ソ外の 
時は、別売の部巧び必要となりますので下表から選定しお買い求め<ださい。 



を）スペーサーは給排気筒延長アダプター ( FT - A ) I このみ装備されています。 
壁厚び235〜 286 mm の範囲の揚合 I こ使用します。 
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■組立概要 



を）給排気筒トップは、図 I こ示すよう I こチャンパー室、フランジ及びトップ本体 
I こ分割されます。 


■組立手順 

次の手順で給排気筒を組み立てて < ださい。 

(1) 給排気筒トップをトップ本体、フランジ 
及びチャンノ \'一室 I こ分離して < ださい。 



に）チャンパー室をすめあけた壁面のス IJ 一 
ブ I こ挿入し、巧属の木ネジで壁面 I こ固定 
してください。 

この時、チャンパー室のフランジ面 I こ刻 
E 口してある「上」マークび必ず上方 I こ向 
くよこしてくださし、。 

を）チャンパー室は回転します。木ネジを固 
定するとき I こ邪魔 I こならない位置 I こ回転 
させて < ださい。 



(3) 外壁面 I こフランジを挟み込みなびら、外 
側からトップ本体を挿入し、チャンバー 
室 I こねじ込みトップ本体を確実 I こ固定し 
てください。 

フランジ面 I こち同様 I こ「上」マークび刻 
E 口されていますので、必ず上方 I こ向< よ 
51こ組み立てて < ださい。 

(壁厚び130〜 235 mm の範囲の揚合） 
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①壁厚び130(下の場合 

この場合は、フランジとトップ本体との 
間 I こスペーヴーカパー目を挿入してくだ 
さし、。 



フランジ 


\ 




パ-サ-力/け細) 


◎ 壁厚び235〜 286 mm の場合 

この揚合は、まずトップ本体 I こ給排気筒 
延長アダプターを止まるまで奥深く確実 
I こねじ込み、トップ本体とフランジ間 I こ 
スペーサーを挿入してください。 



◎ 壁厚び286〜600 mm の場合 

この場合は、すめトツプ本体 I こ給排気箇 
延長アダプターを止まるまで奥深く確実 
I こねじ込んだ上で組みはけて < ださい。 


(4) 暖房機本体の排気 ni こ90°ェルボを 
差し込んで < ださい。 


[ワンタッチ継手について] 

排気管の接続部はワンタッチ巧抜け防止 
構造 I こなっています。次の要領で脱着し 
てください。 

①組立要領 

「カチッ」と音びするまで奥深く差し 
込んでください。ツ><び図の位置 I こセ 
ットされたが態で□ックされます。ツ 
の位置び解除の位置 I こある揚合 I こは、 
□ックの位置 I こ移動させて < ださし、。 
◎取り外し要領 

ッ>< の位置を解除の位置 I こ移動させて 
継手どうしを引っ張ると抜けます。 



ロック解除 
りり 



四 
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(5) 同様の要領で、90°ェルボをスライド 
管 I こ接続して < ださい。 


(6) スライド管の片端をチャンパー室 I こ接続 
してくださし、。 



(7) チャンパー室と暖房機本体の給気□との 
間 I こ給気ホースを十分 I こ差し込み、巧属 
品のホースパンドで固定してくださし、。 
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7,給排気筒の延長 


標準の給排気筒セットでは長さび足りない場合、総延長 3 m 3 曲がり (45° 曲がり、 9 (r 
曲びりを巧 I こ1曲びりとする）の範囲で給排気筒を延長することびできます。 

下図 I こその1例を示します。 




■延長部巧の選定 


縦延長 


横延長 


スライド管の長さ I こより3種類の延長部巧（別売）を用意しています。下表から適切なちの 
を選定し、お買い求め<ださい。 


スライ管 （2 排気管カバー （1 本） 支持金具 （1 組） 木ネジ （2 個） 

印 ロロロロ 日 晉晉 

I'LJii IIII 冒冒 

90°エルボ （1 本） ブット （4 個） 平ワッシャ （4 個） +小ネジ （4 本） 

[3^ 食)◎资 ◎ ◎◎◎◎ Hn 


名称（品番） 

スライド管長さ 

延長パイプセット A 
( FB -5 S 5) 

3巧〜500 

延長パイプセット B 
( FB -10 S 5) 

575-1 ,000 

延長パイプセット C 
( FB -15 S 5) 

835〜1,500 


■組立概要 


90。エルホ、、 


スライド管（延長 ）く 
排気口 


給気 ホース 継手 




給気 ホース 


給排気筒トップ 




支持金具 




90。エルホ' 
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■延長パイプセツト等を複数使用し延長を行5場合 

① 配管部巧は単品でち用意しています。お買い求めの販売店 I こご相談ください。 

② 給排気筒は縮延長を 3 m 3 曲り (45° 曲り、90°曲りをな I こ1曲りとする）までとして 
ください。 

◎給排気筒トップ I こ接続する横引き管は、先下びり勾配（約2° ) を巧けてください。 


#気（先下がり巧历にする) 



0 


77777777777777777 


〇 

X 




排気管 



啼気管 


a 


お気管 


脅 

惊管\ドレンが溜まる！ 


■排気筒の保温 

本機は高効率タイプの機種であるため、排ガス温度び低< 設定されています。 

次のよ5な揚合において、給排気筒の延長を行5場合は、ドレン発生を抑えるため排気筒 
の保温を行ってくださし、。 

また、給排気筒の総延長は、必ず 3 m 3 曲りまでとして<ださい。 

①暖房機を半屋外（修理工場、ガレージ等） I こ設置し、低温雰囲気で使用する揚合 
◎排気筒を屋外や半屋外 I こ設置する揚合 
◎給排気筒トップからドレンを発生させたくない揚合 
(トップ部分は通常でちドレンび化ることびあります。） 


■天な裏飛込部の場合 

排気筒の天な裏飛込部は、厚さ 2 cml ^ ソ上の 
□ ックウール保温箇またはこれと同等じ(上 
の性能を持つ金属!^ソ外の不燃材料で被覆し、 
金網で保護したちので断熱施工し、可燃物 
からの離隔距離を 2 cml ^ ソ上として < ださい。 


可燃物 



隠 ぺい空巧 
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け ンク內留巧り0%お上） （巧を) 



巧タンク 


iihl ぶ 11171 り HihiiDiii 、 


個を） 


燃料配管接続口 



2 m な上 


加な上 


あ巧を 


巧径2加 m 


8,灯油供給管の接続 

油タンク設置をはじめとして、な油の供給設備 I こついては、各地の乂災5防条例 I こ従って 
工事を行ってください。 


2001な未満の油タンクの場合 2001な仪上1,0001な未満の油タンクの揚合 

(3) その他のを意事項 

①前述の通り、油タンクから暖房機 I こは自然落下でな油を供給しなければなりません。 

設置場所の関係で、油タンクび暖房機より下方 I こ設置せざるを得ない場合 I こは、別売 
のスイルヴーパ等をご使用下さい。 

◎な油2001な仪上を，貯蔵する場合は、消防署への届出び必要です。 

◎1,0001も让ソ上を，貯蔵する場合は、危険物施設の基準 I こ従ってください。 

※獲、 ©1 こついては、各地域の消防署 I こ再度ご確認ください。 




T 着民 
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◎な油接続管 I こゴ厶製送油管を使用する場合は、 
ち図のよ51こ接続して < ださい。 

尚、ゴ厶製送油管は必ず規定品1/4ゴ厶送油 
管 （ JISS 302 2) を使用してください。 

また、ゴ厶製送油管はタクノコフレア(こ確実 
I こ差し込みホースパンドで固定してください。 



◎な油接続管 I こみ8銅管を使用する揚合は、スイ 
ルストレーブのタクノコフレアを外し、ち図の 
よ51こ接続してください。 



(2) な油配管接続のを意事項 

① ゴ厶製送油管は屋外 I こ設置したり、埋設しないでください。劣化し油漏れをおこすこと 
びあります。また、重量物 I こよってつぷれないよ51こ設置してくださし、。 

② 暖房機の間近 I こ必ず中間コックを設けてください。（サービス用） 

◎み8を超える銅管を使用すると、空気だまりびでき送油できないことびあります。 

@配管の総延長はできるだけ短く（目安10ソ下）してください。長い揚合、な油びス厶 
ーブ(こ流れないことびあります。 

◎送油管は途中で逆 U きじ盛り上げたり、ちつれさせたりしないでください。空気だまり 
びできてな油びス厶ーブ(こ流れないことびあります。 

◎配管加工中 I こ生じるゴミ、切りくず、切り子を除去してから配管を組み巧けてください。 
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9,電気配線 


A 警告 

電気工事は、電気工事±の資格のある方び、「電気設備 I こ関する巧術基準」、 

「の線規程」及び据は工事要領書 I こしたびって施工し、必ず専用回路を使用して 
くださし、。 

電源回路容量不足や施工不備びあると乂ぶ、感電の原因になります。 

〇 

アースを必ず取りがけて < ださい。 

法律 I こよる D 種接地工事び必要です。アースび不完全な場合は、感電の原因 I こな 
ります。アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線 I こ接続しないで 
ください。 

〇 


A を思 

たこ足配線はやめて<ださい。必ず専用コンセントを設けて<ださい。 

〇 

歩行者び電源コードを引っ掛けないよ5な位置 I こ専用コンセントを設けてくだ 
さし、。 

〇 


■電源 

電源は単相100 V です。暖房機 I こは長さ約 2 m の電源コードび巧いています。許容 
電流容量び(上のコンセント I こ接続してくださし、。 
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1 0,設置工事後の点検-確認 


設置工事び終わりましたら、次の項目を確認してから試運転を行って<ださい。 

■設置の点検-確認 

①床面 I こ傾斜などなく、安定した揚所(こ確実 I こ固定されていること。 

◎乂災5防上の所定の距離び十分 I ことれる場所 I こ設置されていること。 （ P 2 〜3参照) 
◎暖房機び転倒防止金具で確実 I こ固定されていること。 

■給排気筒の点検-確認 

①給排気筒の総延長距離は 3 ml ^ ソ下のこと。曲りは3力所(下のこと。 

◎給排気筒トップび屋外 I こ取りはけてあること。 

◎給排気箇トップび子供の遊び揚や人通りの多い揚所へ飛び出さないよう I こ取り巧け 
てあること。 

@給排気筒トップび集合煙突の中 I こ取りはけていないこと。 

◎給排気筒トップび床下や天な裏 I こ取り巧けていないこと。 

◎可燃物、カーテン、洗濯物などび給排気筒 I こ接触していないこと。 

③給排気筒のおく I こ危険物-障害物びないこと。 

◎給排気筒トップび周囲と乂災5防上の距離を確保した位置 I こ設置してあること。 

また、窓や換気□等から規定の距離を確保した位置 I こ設置してあること。 

◎給排気筒トップび屋外 I こ向かって下り勾配で取りがけてあること。 

■電気配線の点検-確認 

①使用電源は定格銘板(こ表示してある電源と合致すること。 

◎専用回路から電源をとっていること。 

◎たこ足配線をしていないこと。 

@アース接地び確実 I こ行われていること。 

■油配管接続の点検-確認 

① 油漏れを十分 I こ確認のこと。 

② 油タンクは安全な揚所 I こ設置してあり転倒や落下の恐れびないこと。 

■感震器のゎハ/卜 

工場化筒時は感震器び□ックされたが態です。 

このままでは運転できませんので、次の方法でセツトして<ださい。 


(1) 感震器の位置 

感震器扉を外すと感震器びあります。 

(2) □ツクの解除方法 

テストボタンを反時計回り(こ回転させるとテストボ 
タンび上方 I こ飛び出して感震器の部の硬球の□ツク 
び解除されます。 

(3) セツト方法 

□ツクの解除を確認した後、 IJ セツトレパーを上方 
(こゆっくりといっぱし^まで上げてください。硬球び 
中央の軸 I こ静止しセツトが態になります。 

(4) 水平-垂直あわせ 

クサ IJ び巧の中じあることを確認してください。 
巧 I こクサ IJ び接触している揚合は、調整ネジで調整 
してください。 
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1 3,試運転 


1. 電源プラグをコンセントIこ確実Iこ差し込みます。 

2. 試運転の要領は取お説明書Iこ記載してありますので、取お説明書を参照して行って 
ください。 


■お客様への説明 

• 「保証書」「取お説日月書」「据巧工事要領書」を必ずお客様Iこ渡して<ださい。 

• 「取お説明書」Iこちとづいて、操作方法（特Iこ室温調整）、エアフィルターの掃除 
の仕方、アフターサービスの連絡先と製品保証期間-保す点検などを十分ご説日月の 
うえ引き渡しをお願いします。 
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